
池

田

知

隆

「
ヶ
ｌ
タ
イ
小
説
、
女
子
に
浸
透
　
中
学
７５

％
、
高
校
８６
％
」
‐
‐
今
年
の

「第
５４
回
学
校

読
書
調
査
」
に
よ
る
と
、
ケ
ー
タ
イ
小
説
は
女

子
生
徒
の
間
に
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
男

子
の
ほ
う
は
、
「
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」
と
答

え
て
い
る
の
が
中
学
生
の
２３
％
、
高
校
生
の
４６

％
と
ま
だ
少
な
い
が
、
ケ
ー
タ
イ
に
よ
る
読
書

は
中
高
生
に
と
っ
て
違
和
感
が
な
く
な

っ
て
い

る
よ
う
だ
。

そ
の

一
方
、
本
を
読
ま
な
い
子
ど
も
は
、
小

中
学
生
で
は
過
去
最
低
だ

っ
た
昨
年
と
変
わ
ら

ず
、
高
校
生
で
は
半
数
を
超
え
た
。

国
会
は
６
月
、
２
０
１
０
年
を

「
国
民
読
書

年
」
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
が
、
読
書
の
魅

力
は
次
世
代
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ

っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。

家
庭
で
の

「
読
み
聞
か
せ
」
は
減
少

こ
の
調
査
は
、
毎
日
新
聞
社
と
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会

（Ｓ
Ｌ
Ａ
）
が
毎
年
続
け
て
い
る
。

ま
ず
、
今
回
の
調
査
の
概
要
を
見
て
み
よ
う

（毎
日
新
聞
１０
月
２７
日
朝
刊
掲
載
。
調
査
は
６

月
、
全
国
の
小
中
高
１
０
９
校
を
対
象
に
実
施

し
、
小
学
４
年
生
～
高
校
３
年
生
１
万
４
７
７

人
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
）
。

５
月
の
１
カ
月
間
で
読
ん
だ
本

（教
科
書
、

参
考
書
、

マ
ン
ガ
、
雑
誌
等
を
除
く
）
の
平
均

冊
数
は
、
小
学
生
が
昨
年
比
２

●
０
冊
増
の
Ｈ
・

４
冊
で
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
だ
っ
た
０６
年
の
９
ｏ

７
冊
を
大
き
く
上
回
り
、
初
め
て
１０
冊
を
超
え

た
。
中
学
生
の
平
均
冊
数
も
Ｏ
ｏ
５
冊
増
の
３

ｏ

９
冊
で
過
去
最
高
と
な

っ
て
い
る
。
一品
校
生
は

ｌ

ｏ
５
冊
で
、
０

・
１
冊
の
微
減
し
て
い
る
。

ロ
ア
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー



小
学
校
入
学
前
に
家
族
に
本
を
読
ん
で
も
ら

っ

た
経
験
は

「
よ
く
読
ん
で
も
ら

っ
た
」
「
時

々

読
ん
で
も
ら

っ
た
」
を
合
わ
せ
る
と
小
中
高
と

も
６
～
７
割
の
高
率
で
、
同
じ
質
問
を
し
た
９８

年
調
査
と
大
き
な
差
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
細
か
く
見
る
と
、
小
中
高
全
部

で

「
よ
く
読
ん
で
も
ら

っ
た
」
は
横
ば
い
か
増
加

し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
時
々
読
ん
で
も
ら

っ

た
」
は
減
少
。
小
中
高
す

べ
て
で

「
全
く
読
ん

で
も
ら
わ
な
か

っ
た
」
が
増
え
て
い
る
。
全
体

的
に
は
、
家
族
で
の

「読
み
聞
か
せ
」
は
１０
年

前
よ
り
も
減

っ
て
い
る
。

小
学
校
低
学
年
の
時
、
教
師
に

「
読
み
聞
か

せ
」
を
し
て
も
ら

っ
た
体
験
は
、
小
学
生
が

「
よ
く
」
と

「
時
々
」
を
合
わ
せ
て
約
６
割
で
、

１０
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
。
中
学
生
は
５７
％
ヽ
高
校

生
は
５４
％
と
と
も
に
１５
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
増
と

な

っ
た
。
こ
の
１０
年
間
で
、
学
校
で
の

一
斉
読

書
活
動
が
広
が

っ
た
こ
と
が
反
映
し
た
と
見
ら

れ
る
。
「読
み
聞
か
せ
」
と
読
書
量
の
関
係
を
見
る

と
、
「
家
族
に
本
を
よ
く
読
ん
で
も
ら

っ
た
」

小
学
生
で
５
月
に
全
く
本
を
読
ん
で
い
な
か

っ

た
児
童
は
３
％
だ
が
、
「
全
く
読
ん
で
も
ら
わ

な
か

っ
た
」
児
童
で
は
８
％
に
上
る
。
中
高
生

で
も
全
く
本
を
読
ん
で
い
な
か

っ
た
割
合
は

「
家
族
に
よ
く
読
ん
で
も
ら

っ
た
」
生
徒
が
最

も
低
い
。
幼
児
期
に
読
み
聞
か
せ
体
験
が
あ

っ

た
ほ
う
が
読
書
好
き
に
な
る
。

「
月
１
冊
も
読
ま
な
い
」
高
校
生
が
半
数

一
冊
も
本
を
読
ま
な
か

っ
た
割
合

（不
読
率
）

は
、
小
中
学
生
は
過
去
最
低
を
記
録
し
た
昨
年

と
同
率
で
、
そ
れ
ぞ
れ
５
％
、
１５
％
０
一両
校
生

は
４
ポ
イ
ン
ト
増
の
５２
％
だ

つ
た
ｏ

５
月
に
読
ん
だ
本
は
、
小
学
５
年
生
以
上
で

は
男
女
学
年
を
問
わ
ず

「
バ

ッ
テ
リ
ー
」
（あ

さ
の
あ

つ
こ
著
）
、
「
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
」

（
田
村
裕
著
）
な
ど
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
さ
れ
た
作
品
が
広
く
読
ま
れ
た
。

女
子
の
間
で
の
ケ
ー
タ
イ
小
説
人
気
は
、
今

年
は
小
学
女
子
に
も
波
及
。
「恋
空
」
（美
嘉
著
）

が
小
学
５
～
６
年
生
で
２
位
に
入

っ
た
。

「
恋

海の恵み にがりを残した

※1場。ユ .は、輸入天日海塩と海水を原料に使用してtはす。
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空
」
は
中
学
１
年
～
高
校
２
年
の
女
子
全
学
年

で
１
位
、
高
３
女
子
で
も
２
位
だ

っ
た
。
高
３

男
子
で
も
１
位
を
占
め
た
が
、
女
子
ほ
ど
多
く

の
ケ
ー
タ
イ
小
説
は
読
ま
れ
て
お
ら
ず
、
映
画

化
さ
れ
、
話
題
に
な

っ
た
こ
と
の
影
響
と
見
ら

れ
る
。

雑
誌
離
れ
が
進
む

雑
誌
の
５
月
１
カ
月
の
平
均
読
書
量
は
、
小

学
生
が
５

ｏ
９
冊

（昨
年
比
Ｏ

ｏ
８
冊
減
）
、

中
学
生
は
３

●
４
冊

（同
ｌ

ｏ
５
冊
減
）
、
高

校
生
は
２

ｏ
７
冊

（同
Ｏ

ｏ
７
冊
減
）
と
、
小

中
高
す
べ
て
で
昨
年
を
下
回
り
、
中
高
生
は
と

も
に
過
去
最
低
。
雑
誌
の
読
書
量
は
１
９
８
６

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
い
る
。
昨
年
は

小
中
高
す
べ
て
で
前
年
を
上
回

っ
た
が
、　
一
時

的
な
現
象
に
終
わ

っ
た
。

一
冊
も
読
ま
な
い
児
童

・
生
徒
は
、
小
学
生

２８
％
、
中
学
生
３５
％
、
高
校
生
３８
％
で
、
小
中

高
と
も
に
昨
年
比
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
中

一局
生
は
過
去
最
高
の
数
字
で
、
雑
誌
離
れ
の
傾

向
は
強
ま

っ
て
い
る
。
　

読
ま
れ
て
い
る
雑
誌

の
１
位
は
、
男
子
は
小
学
生
が

「月
刊
コ
ロ
コ

ロ
コ
ミ

ッ
ク
」
、
中
学
生
以
上
は

「
週
刊
少
年

ジ
ャ
ン
プ
」
。
女
子
は
小
学
生
が

「
ち
ゃ
お
」
、

中
１

「
ピ
チ
レ
モ
ン
」
、
中
２
～
一局
１

「
Ｓ
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」
、
一昌
２

「
Ｐ

ｏ
ｐ
ｔ

ｅ
ｅ

ｎ
」
、
一両
３

「
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
」
で
、
男
子
は

マ
ン
ガ
、
女
子
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
が
上
位
を

占
め
る
。

中
高
生
６
割
が
「
読
書
の
ス
ス
メ
」
な
し

教
師
あ
る
い
は
家
族
か
ら

「
最
近
、
本
を
読

む
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
か
」
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
い

た
質
問
に
は
、
「
よ
く
勧
め
ら
れ
る
」
「
時
々
勧

め
ら
れ
る
」
合
わ
せ
て
５
割
を
超
え
た
の
は
、

小
学
生
の

「
教
師
か
ら
」
だ
け
。
小
学
生
で
は

「
家
族
か
ら
」
も
５
割
に
近
い
が
、
中
高
生
で

は
教
師
、
家
族
ど
ち
ら
か
ら
も

「
全
く
勧
め
ら

れ
な
い
」
「
あ
ま
り
勧
め
ら
れ
な
い
」
が
合
わ

せ
て
６
～
７
割
に
達
し
て
い
る
。

ど
う
い
う
所
で
本
を
読
む
か
を
聞
く
と

（複

数
回
答
）
、
小
学
生
は

（
１
）
教
室
６５
％

（２
）
自
分
の
部
屋
６‐
％

（３
）
家
の
居
間

・
食
堂

（家
族
が
く

つ
ろ
ぐ

部
屋
）
４９
％
の
順
。

中
学
生
は

（
１
）
自
分
の
部
屋
７０
％

（
２
）
教
室
６９
％

（
３
）
家
の
居
間

・
食
堂
４‐
％
。

高
校
生
は

（
１
）
自
分
の
部
屋
７５
％

（
２
）
教
室
３４
％

（
３
）
家
の
居
間

・
食
堂
２６
％
ｏ

一局
校
生
は
教
室
で
本
を
読
む
生
徒
が
小
中
学

生
の
約
半
分
し
か
い
な
い
。
小
中
学
生
は
、
学

校
の

一
斉
読
書
の
取
り
組
み
が

「
教
室
」
の
数

字
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
学
年
が
高
く
な
る
ほ
ど

「
家
の
居
間

・



食
堂
」
が
減
り

「
自
分
の
部
屋
」
が
増
え
る
。

と
り
わ
け
男
子
で
こ
の
傾
向
が
強
く
、
思
春
期

を
迎
え
、
家
族
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
を
敬
遠

す
る
心
理
が
影
響
し
て
い
る
。

小
学
生
に
浸
透
す
る
ケ
ー
タ
イ

ケ
ー
タ
イ
小
説
は
、
昨
年
の
調
査
で
女
子
中

高
生
が
５
月
の
１
カ
月
間
に
読
ん
だ
本
で
も
ト
ッ

プ
ー０
の
大
半
を
占
め
た
が
、
今
回
、
高
校
生
で

は
各
学
年
と
も
半
数
前
後
に
落
ち
着
い
た
。
中

学
生
で
は
依
然
７
～
９
冊
に
上
り
、
今
年
出
版

さ
れ
た
新
作
も
登
場
し
て
い
る
。
ケ
ー
タ
イ
小

説
は
小
学
生
に
も
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
人
気

は
続
く
が
、
携
帯
電
話
で
小
説
を
読
む
こ
と
を

ど
う
思
う
か
、
七

つ
の
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
設
問

で
は
、
小
学
４
年
を
除
く
全
学
年
で

「
便
利
だ
」

が
ト

ッ
プ
。
最
も
少
な
か

っ
た
の
は

「
か

っ
こ

い
い
」
で
、
利
便
性
が
評
価
さ
れ
て
い
た
。
読

ん
だ
経
験
の
有
無
で

「便
利
」
と

「面
倒
」
と
、

正
反
対
の
印
象
が
持
た
れ
て
い
た
。

女
子
を
中
心
に

「
読
ん
だ
本
」
上
位
の
常
連

と
な

っ
た
ケ
ー
タ
イ
小
説
。
改
め
て

「
携
帯
電

話
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
小
説
が
あ
る
こ
と
を

知

っ
て
い
る
か
」
を
聞
く
と
、
小
学
生
は

「知

っ

て
い
る
」
が
４５
％
と
半
数
を
切

っ
た
が
、
中
学

生
で
は
８４
％
ヽ
一局
校
生
で
は
９５
％
と
大
多
数
が

知

っ
て
い
た
。

実
際
に
ど
の
く
ら
い
の
児
童

ｏ
生
徒
が
ケ
ー

タ
イ
小
説
を
読
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
携
帯

電
話
で
直
接
か
、
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
ほ
う
か

と

い
う
形
態
を
問
わ
ず
、

ケ
ー
タ
イ
小
説
を

「
読
ん
だ
」
と
答
え
た
の
は
小
学
生
１７
％
ヽ
中

学
生
４８
％
ヽ
高
校
生
６８
％
０
「
読
ん
だ
こ
と
は

な
い
」
は
同
じ
く
６７
％
ヽ
４３
％
ヽ
２９
％
０
「
読

ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
」
は
１４
％
ヽ

７
％
、
２
％
だ

っ
た
。

男
女
差
は
大
き
く
、
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
小

学
生
は
男
子
Ｈ
％
に
対
し
女
子
２３
％
０
中
学
生

は
男
子
２３
％
、
女
子
７５
％
０
高
校
生
は
男
子
４６

％
、
女
子
８６
％
０
人
気
の
ケ
ー
タ
イ
小
説
は
若

い
女
性
の
恋
愛
経
験
を

つ
づ

っ
た
も
の
が
大
半

だ
け
に
、
思
春
期
を
迎
え
た
女
子
生
徒
の
共
感

を
呼
ん
で
い
る
。

携
帯
電
話
と
書
籍
の
ど
ち
ら
で
読
ま
れ
て
い

る
か
を
見
る
と
、
携
帯
電
話
で
あ
る
い
は
携
帯

電
話
と
書
籍
の
両
方
で
読
ん
だ
児
童

ｏ
生
徒
は

小
学
生
７
％
、
中
学
生
２‐
％
、
一局
校
生
５５
％
０

書
籍
だ
け
は
小
学
生
１０
％
、
中
学
生
２８
％
ヽ
高

校
生
１３
％
０
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
で
、

低
学
年
に
ま
で
ケ
ー
タ
イ
小
説
人
気
が
広
が

っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

携
帯
電
話
で
小
説
を
読
む
こ
と
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
聞
く
と
、
小
中
高
と
も
▽
便
利
だ
▽

面
倒
だ
▽
読
み
に
く
い
―
―
が
多
く
、
全
体
的

に
は
、
便
利
な

一
方
、
決
し
て
読
み
や
す
い
と

は
思
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
ケ
ー

タ
イ
小
説
を
読
ん
だ
か
で
分
け
て
見
る
と
、
読

ん
だ
こ
と
が
あ
る
児
童

・
生
徒
は
１
位
が

「
便
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とくすみが解消され肌の表面が
滑らかに。ヒアルロン酸コラー
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利
」
で
４０
～
４２
％
、
次
い
で

「読
み
や
す
い
」

の
１７
～
‐９
％
、
「
読
み
に
く
い
」
の
１０
～
１７
％
ｏ

逆
に
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
▽
面
倒
２３
～
３２
％

▽
便
利
１８
～
２４
％
▽
読
み
に
く
い
１５
～
２０
％
の

順
。
経
験
の
有
無
で
、
全
く
異
な
る
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

高
校
生
の
９６
％
が
携
帯
所
持

ケ
ー
タ
イ
小
説
が
人
気
だ
が
、
実
際
に

「
自

分
用
の
携
帯
電
話
が
あ
る
」
と
答
え
た
の
は
小

学
生
は
２２
％
、
中
学
生
３７
％
、
高
校
生
９６
％
だ

つ

た
。
学
年
ご
と
に
見
る
と
、
小
学
生
の
間
は
約

２
割
、
高
校
生
を
超
え
る
と
９
割
以
上
。
中
学

生
は
学
年
間
の
差
が
大
き
く
▽
中
１
＝
２７
％
▽

中
２
＝
３７
％
▽
中
３
＝
４６
％
と
約
１０
ポ
イ
ン
ト

ず

つ
増
え
る
。
受
験
勉
強
で
塾
通
い
が
増
え
る

こ
と
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。

男
女
別
で
は
、
男
子
が
小
４
か
ら
中
１
ま
で

２０
％
前
後
し
か
持
た
ず
、
中
２
で
も
３０
％
に
過

ぎ
な
い
の
に
対
し
、
女
子
は
小
４
で
２５
％
と
既

に
４
人
に
１
人
が
所
有
。
小
６
で
３０
％
、
中
２

で
４５
％
に
達
す
る
。
安
全

へ
の
配
慮
か
ら
、
女

子
に
は
、
早
い
う
ち
か
ら
携
帯
電
話
を
持
た
せ

る
親
が
多
い
と
見
ら
れ
る
。
中
３
以
上
で
は
男

女
差
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
。

携
帯
電
話
で
公
開
さ
れ
、
人
気
の
高
い
も
の

が
書
籍
化
さ
れ
る
ケ
ー
タ
イ
小
説
は
、
横
書
き
、

短
い
セ
ン
テ
ン
ス
、
簡
潔
な
用
語
な
ど
で
若
い

世
代
を
と
ら
え
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
も
人

気
ラ
ン
ク
の
上
位
を
占
め
、
ブ
ー
ム
を
は

っ
き

り
と
裏
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
読
み
や
す
さ

や
刺
激
に
走

っ
て
質
の
点
で
疑
間
の
作
品
も
少

な
く
な
い
、
と
い
う
批
判
的
な
見
方
も
あ
る
。

ケ
ー
タ
イ
小
説
を
読
む
こ
と
で
、
読
書
の
楽
し

み
を
表
面
的
に
軽
く
味
わ
う
だ
け
で
満
足
し
、

そ
の
深
い
世
界
に
入
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
若
い
人
た
ち
を
読
書
の
魅
カ

ヘ

と
誘
う
契
機
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
人
が
手
本
に

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
１５
歳
の
読
書
量
は
経
済
協
力
開
発
機



構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
で
最
少
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
る
。
な
ぜ
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
本

を
読
ま
な
く
な

っ
た
の
か
。
佐
藤
学

。
東
京
大

大
学
院
教
授
は
そ
の
背
景
を
こ
う
分
析
し
て
い

２一
。
「
教
育
現
場
で
は
今
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ

こ
と
を
あ
き
ら
め
、
学
ぶ
こ
と
か
ら
逃
げ
て
し

ま

っ
て
い
る
。
中
学
２
年
か
ら
３
年
生
だ
と
３

割
以
上
、
一昌
校
生
で
は
６
割
以
上
の
生
徒
が
、

学
校
の
外
で
学
習
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現

状
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
学
び
方
、
本
と
の
親
し

み
方
を
知
ら
な
い
。
日
本
の
教
師
は
献
身
的
に

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
努
力
の
方
向
が

間
違

っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」

テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の

普
及
を
理
由
に
挙
げ
る
人
が
多

い
。

だ
が
、

「
日
本
と
同
じ
よ
う
に
普
及
が
進
む
諸
外
国
で

は
読
書
量
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
的
外
れ
な
指

摘
だ
」
と
佐
藤
教
授
は
続
け
る
。

「
私
は
ズ
バ
リ
、
日
本
の
大
人
が
読
書
か
ら

遠
ざ
か

っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
日
本
社
会
の
市
民
的
教
養
は
崩

壊
し
て
し
ま
う
。
経
済
危
機
以
上
に
深
刻
な
事

態
だ
。
読
書
に
よ

っ
て
の
み
、
教
養
は
得
ら
れ

る
。
ド
イ
ツ
の
授
業
で
は
本
が
主
な
教
材
で
、

教
科
書
は
副
教
材
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
例
も
あ

る
。
日
本
の
教
師
は
教
科
書
だ
け
を
学
ば
せ
る

の
で
は
な
く
、
授
業
を
通
し
て
本
と
子
ど
も
を

つ
な
い
で
ほ
し
い
。
図
書
館
や
書
物
が
中
心
と

な
る
教
育
を
望
ん
で
い
る
」



フ
イ
ン
ラ
ン
ド
も
読
書
離
れ
対
策

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（経
済
協
力
開
発
機
構
）
の

「国

際
学
習
到
達
度
調
査

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
で
、
世
界

ト

ッ
プ
水
準
を
誇
り
、
世
界
的
な
注
目
を
浴
び

て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
「
実
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
も
、
読
書
離
れ
は
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て

い
る
」
と
北
川
達
夫

ｏ
日
本
教
育
大
学
院
大
客

員
教
授
は
い
う
。

読
書
離
れ
対
策
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は

０１
年
か
ら

「
読
書
力
認
定
制
度
」
と
い
う
振
興

策
を
実
施
し
て
い
る
。
課
題
図
書
に
つ
い
て
読

書
会
を
開
催
す
る
こ
と
で

「
人
と
の
対
話
」
に

持
ち
込
む
の
が
狙
い
で
、
ほ
と
ん
ど
の
都
市
部

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
読
書
会
で
は
、
お
互
い
の
感
性
の
比
較
を

し
た
り
、
主
人
公
が
行

っ
た
問
題
解
決
の
方
法

に
つ
い
て
評
価
し
あ
い
、　
一
番
良
い
解
決
方
法

を
探
し
た
り
す
る
。
本
を
中
核
と
し
て
、
人
と

人
が
対
話
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

が
あ
る
こ
と
や
、
お
互
い
の
価
値
観
を
認
め
あ

う
力
を
は
ぐ
く
み
、
変
化
す
る
社
会
の
中
で
の

生
き
る
力
の
習
熟
に
つ
な
げ
て
い
る
」

日
本

の
学
校
現
場

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の

「
活
字
離
れ
」
「
本
離
れ
」
の
た
め
に
取
り
組
み

が
功
を
奏
し
て
例
も
あ
る
。
全
国
に
広
が

っ
て

い
る
学
校
の

一
斉
読
書
の
時
間
だ
。
始
業
前
の

１０
分
間
程
度
、
教
室
で
好
き
な
本
を
読
む

「朝

の
読
書
」
は
７
割
を
超
え
る
小
中
学
校
が
取
り

入
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
全
国
学
力
調
査
」

（小
学
６
年
、
中
学
３
年
対
象
、
教
科
は
国
語
、

算
数

・
数
学
）

で
も
、
「
朝
の
読
書
」

に
力
を

入
れ
る
学
校
と
学
力
調
査
で
の
正
答
率
に
相
関

関
係
が
は

っ
き
り
と
み
ら
れ
る
。
書
い
た
り
読

ん
だ
り
す
る
習
慣
を
育
て
る
と
、
他
の
学
力
に

も
プ
ラ
ス
に
結
び

つ
い
て
い
る
。



「学
校
図
書
館
を
学
校
の
心
臓
部
」
に

「学
校
図
書
館
は
学
校
の
心
臓
部
と
な
る
べ

き
で
あ
る
」
。
戦
後
の
第
２
次
米
国
教
育
使
節

団

（１
９
５
０
年
）
の
報
告
書
に
で
て
く
る
言

葉
だ
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
経
ち
、
や

っ
と

学
校
図
書
館
の
役
割
が
日
本
の
学
校
教
育
の
中

で
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

０６
年
の
学
校
図
書
館
の
平
均
所
蔵
冊
数
は
小
学

校
７
３
９
８
冊
、
中
学
校
９
３
２
２
冊
、
高
校

は
２
万
１
８
１
６
冊
。
司
書
教
諭
は
全
国
の
小

中
学
校
の
６
割
に
配
置
さ
れ
、
約
２
万
５
０
０

０
人
を
数
え
る
と
い
う
。

「
学
校
図
書
館
の
冊
数
は
ま
だ
少
な
い
。
司

書
教
諭
は
必
ず
し
も
経
験
豊
富
で
は
な
い
し
、

全
く
本
を
読
ま
な
い
人
も
少
な
く
な
い
」
。

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
の
森
田
盛
行
理
事

長
は
こ
う
指
摘
し
、
本
を
よ
く
知

っ
て
い
る
司

書
の
配
置
を
求
め
て
い
る
。
本
の
楽
し
さ
を
知

る
司
書
や
教
師
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
に
積
極

的
に
関
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
学
校
図

書
館
が
活
用
さ
れ
る
と
、
学
校
に
新
し
い

「
い

の
ち
」
が
吹
き
込
ま
れ
、

い
き
い
き
と
し
た

〃鼓
動
″
が
蘇

っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
好
き
の
子
ど
も
を
増
や
し
た
い
と
い
う
願

い
に
古
今
東
西
の
別
は
な
い
。
活
字
を
読
み
、

自
分
の
頭
で
考
え
ら
れ
る
人
々
こ
そ
が
国
の
礎

に
な
る
。
ど
ん
な
に
ネ

ッ
ト
が
便
利
に
な
ろ
う

と
、
そ
の
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

そ
う
思
う
と
北
川
教
授
の
い
う
、
読
書
会
を

通
し
て

「人
と
の
対
話
」
を
積
極
的
に
す
す
め

る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
に
は
改
め
て
多
く
の

示
唆
を
受
け
る
。

「読
書
に
よ

っ
て
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
に
示
さ
れ
た
価

値
観
と
、
自
分
の
価
値
観
と
を

『
対
話
』
さ
せ

る
こ
と
で
、
自
己
の
内
的
な
成
長
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。
今
、
国
際
化
に
よ

っ
て
価
値

観
が
多
様
化
し
て
い
る
。
読
書
を
す
る
こ
と
で
、

相
手
の
価
値
観
を
認
め
、
共
生

・
共
創
の
道
を

見
い
だ
す
た
め
の
姿
勢
と
意
欲
を
育
て
る
こ
と

に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
そ
れ
が
社
会
の
中
で
の

『
生
き
る
力
』
に
な

っ
て
い
く
。
『
本
と
の
対
話
』

か
ら

『
人
と
の
対
話
』

へ
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

生
き
る
力
の
習
熟
を
し
て
い
る
の
が
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
だ
」

読
書
は
希
望
や
目
標
、
生
き
る
元
気
の
よ
う

な
も
の
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

に
と

っ
て
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
本
の
世
界

へ
の
誘

う
新
し
い
入
り
日
と
な
れ
ば
い
い
。　
一
冊
の
本

と
出
合
い
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分

の
中
で
何
か
が
少
し
変
わ
る
。
そ
れ
が
読
書
の

原
点
に
違
い
な
い
か
ら
だ
。
（毎
日
新
聞
論
説
委
員
）

■
こ
と
ば

◇
国
民
読
書
年
　
読
書
の
定
着
な
ど
を
目
指

し
、
衆
参
両
院
が
６
月
、
２
０
１
０
年
を

「
国

民
読
書
年
」
と
す
る
決
議
を
全
会

一
致
で
採
択
。

決
議
で
は
、
活
字
離
れ
が
読
解
力
や
言
語
力
の

衰
退
、
わ
が
国
の
精
神
文
明
の
変
質
の
大
き
な

要
因
の

一
つ
と
な
り

つ
つ
あ
る
な
ど
と
危
機
感

を
表
明
。
読
書

・
活
字
文
化
の
振
興
、
普
及
に

向
け
て
国
を
挙
げ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
る

と
し
て
い
る
。
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